
 

 

             

令和５年２月２２日 

 

インターンシップに対する支援の拡充について 
 
 

  

 

 

 

１ 概要 

市内事業者のインターンシップの受け入れに係る費用について、交通費を補助対象 

経費に追加するなどインターンシップ支援事業を拡充します。 

（令和４年１０月より拡充） 

 

２ 対象 

市内事業者（市内に事業所等を有する者） 

 

３ 助成内容 

 拡充前 拡充後 

インターンシップの

定義 

実施期間が５日以上の就労

体験 

実施期間が３日以上の就労体験 

補助対象経費 ⑴ 市内の賃貸住宅・借家等

の家賃、共益費、敷金、礼金、

仲介手数料及びハウスクリ

ーニング料（事業者自らが所

有する社宅、社員寮に係る費

用は除く） 

⑵ 市内宿泊施設の宿泊料 

⑴ 市内の賃貸住宅・借家等の家

賃、共益費、敷金、礼金、仲介手

数料及びハウスクリーニング料

（事業者自らが所有する社宅、社

員寮に係る費用は除く） 

⑵ 市内宿泊施設の宿泊料 

⑶ 交通費（補助上限額を３万円

／人とする） 

補助率 １／２ １／２ 

補助対象期間 上限６０日 上限６０日 

 

４ 事業費 

２８０万円 

 

 

 

 

 

問    合    先 

担当課 商工労働部 雇用・産業創出課 

課長           太江 敦 

係名   雇用・産業創出係 

係長 柚村 守一 

連絡先   電話（直通 0577-35-3182） 

（内線 2796） 

ウィズコロナ社会における人流及び経済の回復期において、市内事業者の人材

の確保を後押しするため、インターンシップの受け入れに係る経費に対する支援

を拡充することにより、事業者の負担軽減を図るとともに、将来の高山市を担う

若者の市内への就職・定住を促進します。 

 

令和５年度当初予算 

記者会見資料 
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令和５年２月２２日 

 

小中学生の職場体験事業に対する助成について 

 
 

  

 

 

 

１ 概要 

    高山市雇用促進協議会が飛騨高山フューチャープロジェクトと連携して行う小中 

   学生及び保護者を対象とした職場体験事業（「飛騨高山地域お仕事発見隊」）の実施を 

   支援します。 

 

  ２ 対象 

    高山市雇用促進協議会 

 

  ３ 事業費 

     ５０万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問    合    先 

担当課 商工労働部 雇用・産業創出課 

課長 太江 敦 

係名 雇用・産業創出係 

係長 柚村 守一 

連絡先 電話（直通 0577-35-3182） 

（内線 2796） 

市では、生産年齢人口が減少する中で、将来の高山市を担う人材の創出を図るため、

若者が進学等を契機に地元を離れる前に、地域の事業者に対する理解や地域への愛着を

育む機会を創出する職場体験事業の実施を支援します。 

 

令和５年度当初予算 

記者会見資料 

-　62　-



 

 

 

             

令和５年２月２２日 

 

ＩＴ人材育成事業の実施について 
 

 
 

  

 

 

１ 概要 

    地域の未来を担う高校生を対象に研修会・セミナーを開催します。 

①ＩＴ人材育成研修 

②ＩＴ人材育成セミナー 

 

  ２ 対象者 

飛騨地域の高校生 

 

  ３ 事業費 

     ７００万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問    合    先 

担当課 商工労働部 雇用・産業創出課 

課長 太江 敦 

係名 雇用・産業創出係 

係長 柚村 守一 

連絡先 電話（直通 0577-35-3182） 

（内線 2796） 

市では、市内のＩＣＴやクリエイティブ産業に関わる人材が不足していることに対応

するため、飛騨地域内の高等学校、事業者と連携しながら、飛騨地域の高校生を対象と

したＩＴ人材育成事業を実施します。 

 

令和５年度当初予算 

記者会見資料 
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令和５年２月２２日

市内散策マップのデジタル化について

１ 概要

  現在、市内を散策していただくため紙媒体のイラストマップを使用しているが、昨

今のスマートデバイスの普及、ＤⅩの需要に対応するため、デジタルマップを導入し

ます。

デジタル化により、ＧＰＳとの連動で自分の現在地をイラストマップ上に表示す

ることや、ＷＥＢ上でどこでもすぐにマップを入手できることによる観光客など利

用者の利便性の向上を図ります。

２ 主な機能

  マップ機能  ・イラストマップ上への現在地表示

         ・スポット情報の表示等

シェアモード ・グループでルーム設定が可能（複数人での同時アクセス）

           ・ルーム参加者の現在地共有

           ・ルーム参加者同士でのチャット機能

            

３ 運用開始時期

  令和５年９月 運用開始予定

４ 事業費  

１９０万円

問   合   先

担当課 飛騨高山プロモーション戦略部観光課

課長 清水 浩一

係名 誘客戦略係

係長 田中 一樹

連絡先 電話（直通 0577-35-3145）（内線 2217）

ＤⅩの推進による観光客の利便性向上のため、紙媒体で配布をしている市内散策マップ（ぶ

らり散策マップ）のデジタル化（ＷＥＢ対応）を実施します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

ＴＶ番組を活用した観光プロモーションの実施について

１ 概要

テレビ番組の制作等による情報発信

・もともと来訪率が高く、コロナ禍においてさらに来訪率が上昇している中京圏

等近隣県に向け、即効性のある情報番組等によるプロモーションを実施

２ 実施期間（予定）

令和５年７月～令和６年３月

３ 事業費

２，０００万円

問   合   先

担当課 飛騨高山プロモーション戦略部観光課

課長 清水 浩一

係名 誘客戦略係

係長 田中 一樹

連絡先 電話（直通 0577-35-3145）（内線 2217）

アフターコロナ社会における人流が回復傾向にある現状を契機と捉え、昨年度に続きテレ

ビ番組の制作等により、ターゲットに応じた「飛騨高山」の露出を強化し、夏季以降の観光

客誘致等につなげ、観光消費の拡大を図ります。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

教育旅行誘致の促進について

１ 概要

   ①教育旅行で市内を散策・回遊する学生等に対し、一人当たり１，０００円分の教

育旅行クーポン（以下、「クーポン」）を配布し、市内利用可能店舗での消費喚起

を促進します。

     ②送客いただいた旅行代理店に対する支援を行います。

２ 対象者

     ①高山市内に宿泊する教育旅行を実施する高山市内外の小学校、中学校、高等学校、

特別支援学校等の学生等

   ②旅行代理店

３  助成額等

   ①１人に対し１セット１，０００円分を配布（１００円券×１０枚）

  ②送客 1人あたり１００円を助成（上限なし）

４ 旅行対象期間、クーポンの使用期限及び換金期限

   対象期間 令和５年５月１日～令和６年２月２９日（予定）

使用期限 チェックアウト当日まで

換金期限 令和６年３月中旬まで（予定）

５ クーポン取扱加盟店の登録

４月上旬から募集予定（随時登録可能）

６ クーポン申請方法

   クーポンの利用を希望する学校等は、原則として旅行代理店を経由して（一社）飛

騨・高山観光コンベンション協会に申請書を提出

同協会が申請書の内容を確認後、必要枚数を旅行代理店に発送

  7 事業費

   ２，６００万円

※本事業は予算に達した時点で終了

問   合   先

担当課 飛騨高山プロモーション戦略部観光課

課長 清水 浩一

係名 誘客戦略係

係長 田中 一樹

連絡先 電話（直通 0577-35-3145）（内線 2217）

コロナ禍で打撃を受けた観光事業者の自走支援及び滞在型観光の促進による魅力的な地域

づくりを進めるため、昨年度に続き、これまでのコロナ禍における教育旅行の行先に当市を

選択していただいた学校、そして新たな教育旅行の行先を検討している学校を積極的に誘致

し、市内を散策・回遊する生徒及び引率者(以下、「学生等」)による市内消費喚起と、若年層

の飛騨高山ファンの拡大を図ります。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

体験プログラムの利用促進について

１ 概要

      ①地域資源を活かした新たな体験プログラムの造成支援及び事業者育成支援

   ②新たな販路（OTA）を活用した体験プログラム利用促進

   ③魅力的な体験プログラムの造成による市内消費の喚起等

２ 事業主体

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会

  ３ 対象者

    観光客（体験プログラムの参加希望者）

  ４ 1 予約あたりのオンラインクーポン額面（予定）

    １，０００円以上の体験プログラムの場合    ５００円分

    ２，０００円以上の体験プログラムの場合  １，０００円分

    ３，０００円以上の体験プログラムの場合  １，５００円分

    ５，０００円以上の体験プログラムの場合  ２，５００円分 など

  ５ 利用方法

    ウェブサイトによるオンライン予約（支払いはクレジット決済等）を行い、現地に

    て体験を行う

  ６ 体験プログラムを提供する事業者

    市内事業者（市内に事業所等を有する）で、ウェブサイトに登録される事業者

    なお、４月上旬頃に登録を希望される事業者を募集予定

  ７ 利用期間（予定）

    令和５年６月中旬～令和６年２月２９日

８ 事業費

３，７００万円

※本事業は予算に達した時点で終了

問   合   先

担当課 飛騨高山プロモーション戦略部観光課

課長 清水 浩一

係名 誘客戦略係

係長 田中 一樹

連絡先 電話（直通 0577-35-3145）（内線 2217）

コロナ禍で打撃を受けた観光事業者の自走支援及び滞在型観光の促進による魅力的な地域

づくりを進めるため、昨年度に続き地域資源を活かした体験プログラムの造成支援を行うと

ともに、利用促進を図るためのオンラインクーポン事業を実施します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

乗鞍山麓五色ヶ原の森２０周年記念事業の実施について

１ 概要

開山２０周年記念企画として、以下の事業を

予定しています。

・いのちの森づくり方式による「記念植樹」

・ゴスワラコース 森の音楽堂でのコンサート

・２０周年記念ミニガイドツアー

・開山２０周年記念冊子の作成 など

２ 対象者

市民

３ 事業費

２１７万円

  

問    合    先

担当課 環境政策部 環境政策推進課

課長          山郷 三昭

係名  環境政策係

係長 小野 貴史

連絡先  電話（直通 0577-35-3533）

（内線 2282）

乗鞍山麓五色ヶ原の森は、平成１６年度に開山した自然環境の保護と利用の両立を理

念とした自然体験施設です。令和５年度は、開山２０周年の節目の年であり、乗鞍山麓

五色ヶ原の森の価値や魅力を広く市民に発信するため、２０周年記念事業を実施しま

す。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

普通河川整備事業（河川の浚渫
しゅんせつ

）について

１ 概要

   河川内の堆積土砂により氾濫の恐れがある普通河川の浚渫を行い、良好な河川断

面を維持します。

  ２ 対象河川

   市内６普通河川

   （高山地区２河川、荘川地区１河川、久々野地区１河川、朝日地区１河川

高根地区１河川）

３ 実施期間

  令和５年度～令和６年度

４ 事業費

６，０００万円（令和５年度）

  

問    合    先

担当課 建設部 維持課

課長          小林 健司

係名  維持係

係長 松木 邦宏

連絡先  電話（直通 0577-35-3596）

（内線 2326）

普通河川周囲の良好な生活環境の確保と豪雨等による災害を防止するため、減災対策

として河川の浚渫を実施します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

都市計画基礎調査の実施について

１ 概要

    都市計画基礎調査は、都市計画法に基づき定期的（概ね５年毎）に実施してお

   り、都市の現況や将来の見通しなどを把握しています。

    当該結果は、都市計画をはじめ土地利用やまちづくりに関する全ての計画の土

   台となる調査であり、その成果を全庁的に活用します。

２ 実施内容

    人口、産業、建物、交通、地価、土地利用などの調査・分析

３ スケジュール

    令和５年６月～ 調査・分析

４ 事業費

  ２，２００万円

問    合    先

担当課 都市政策部 都市計画課

課長          中畑 雅司

係名  政策企画係

係長 裏道 清裕

連絡先  電話（直通 0577-57-7444）

（内線 2363）

本市における都市の現況や将来の見通しなどを把握し、今後のまちづくり等に

活用するため、都市計画法に基づく都市計画基礎調査を実施します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

空家等の調査について

１ 概要

    ・外観目視により得られたデータを基に、主に危険性のある空家等を捕捉し、前回

（平成２８年度実施）のデータと突合

    ・水道使用量のデータを基に空家又は空家予備軍を抽出

    ・本調査により得られた空家等の所有者に対し、今後の対応などについてアンケー

トを実施

２ 事業費

１５５万円

問    合    先

担当課 都市政策部 建築住宅課

課長          尾崎 啓介

係名 住宅政策係

係長 都竹 辰利

連絡先  電話（直通 0577-35-3176）

（内線 2337）

令和６年度の空家等対策計画の改定に向け、令和５年度に市全域における空家等の現

状把握・分析を実施します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

城山公園（二之丸）公衆便所改修事業について

１ 概要

城山公園は市内で最も人気のある都市公園であり、高山城跡などの史跡を含む総合

公園として市民に親しまれています。

城山公園二之丸の公衆便所は昭和５９年に建設され約４０年が経過しており、清潔

で安心して利用できるトイレに改修することにより、利用者の満足度向上と公園機能

の充実を図ります。

２ 事業内容

公衆便所解体新築等

３ 事業費

３，７８０万円

問    合    先

担当課 都市政策部 都市計画課

課長          中畑 雅司

係名  景観公園緑地係

係長 森本 雅彦

連絡先  電話（直通 0577-35-3180）

（内線 2313）

建設から約４０年が経過した城山公園（二之丸）公衆便所を改修し、清潔で安心して

利用できるトイレとすることで公園機能の充実を図ります。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

赤保木公園施設整備事業について

１ 概要

赤保木公園は親子連れなどに人気の高い都市公園であり、公園内に人工河川やグラ

ウンド、複合遊具がある公園として市民に親しまれています。

市民プールの改修に伴い、公園部分とプールの連続した利用が可能となることや、

現在の大型複合遊具に加え、低年齢児向けの遊具を設置することにより、利用者の満

足度向上と公園機能の充実を図ります。

２ 事業内容

    複合遊具設置等

３ 事業費

１，４００万円

低年齢児向け施設 イメージ図

問    合    先

担当課 都市政策部 都市計画課

課長          中畑 雅司

係名  景観公園緑地係

係長 森本 雅彦

連絡先  電話（直通 0577-35-3180）

（内線 2313）

市民プールの改修に伴う公園部分とプールの一体利用化に併せ、赤保木公園に低年齢

児向け遊具を設置し、公園機能の充実を図ります。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

消防団員の装備の充実について

１ 概要

    耐切創性手袋及び防寒衣を計画的に整備

２ 実施期間

  令和５年度から令和８年度

３ 事業費

  ８３０万円

問    合    先

担当課 高山消防署 消防総務課

課長          都竹 茂樹

係名  消防係

担当 佐藤 長正

連絡先  電話（直通 0577-34-3792）

（内線 2119）

「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」や「消防団の装備

の基準（消防庁告示）」に基づき、消防団員の活動服や編み上げ靴の整備を行った

ところですが、災害現場活動における安全確保、寒冷期における消防団活動時の

身体保護のため、新たに耐切創性手袋及び防寒衣を整備します。

令和５年度当初予算

記者会見資料

-　74　-



            

令和５年２月２２日

学校図書館整備５ヶ年計画に基づく整備について

１ 概要

  調べ学習の一環として、新聞の活用をすすめるため、館内に数紙の新聞を配備し

ます。

  デジタル化が進む昨今ではありますが、新聞というアナログ素材についても毎日

の調べ学習の対象とし、情報社会を生きる子どもたちの豊かな教育をすすめます。

２ 具体的な内容

  新聞の設置

  ・小学校２紙、中学校３紙をそれぞれ設置

  ・全国紙、地方紙のほか、中学校では英字新聞を含め、幅広い調べ学習に対応

３ 事業費

２４０万円

問    合    先

担当課 教育委員会事務局学校教育課

課長          牛丸  勝

係名  教育研究係

係長 松野 智幸

連絡先  電話（直通 0577-53-2368）

（内線 3456）

国（文部科学省）の学校図書館整備５ヶ年計画に基づき、より充実した図書環境を

整備します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

文化芸術活動支援事業補助金の創設について

１ 概要

    ①継続的な文化芸術活動支援事業補助金…複数年の計画を立てて広く市民を対象

     に行う文化芸術事業を支援（２年又は３年かけて継続的に文化芸術の振興を図る）

    ②創造的な文化芸術活動支援事業補助金…新たに企画して広く市民を対象に行う

     新規性や独創性のある文化芸術事業を支援

        ※従来の文化振興事業支援補助金は今回創設する補助制度に統合

      

２ 対象者

市内に事務局など活動の拠点を置く団体

３ 補助額

①補助対象経費の２分の１以内 最長３年間で最大３００万円（１事業あたり）

②補助対象経費の２分の１以内 限度額５０万円（１事業あたり）

４ 実施期間

令和５年４月１日～令和８年３月３１日

５ 事業費

１，０８６万円

・補助金１，０５０万円

（①３団体、②１５団体を想定）

    ・事務費   ３６万円

問    合    先

担当課 市民活動部 生涯学習課

課長          室﨑 多恵子

係名  文化振興係

係長 和仁 奈緒子

連絡先  電話（直通 0577-35-3155）（内線 2350）

市では、新たに４つの支援策（相談窓口の拡充、財政支援、場所の提供、情報の発信）

で市民の文化芸術活動を支援することとします。今回、その１つである財政支援として、

市民が主体となって取り組む文化芸術活動をより継続的に支援できるよう、新たに高山

市文化芸術活動支援事業補助金を創設します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

「清流の国ぎふ」文化祭２０２４の開催について

１ 概要

  令和６年度に岐阜県で開催される「清流の国ぎふ」文化祭２０２４において、全

国から文化団体が高山市に集まり、各種文化活動の発表、共演、交流を行う「全国文

化交流事業」を実施するため、実行委員会を組織して準備をすすめます。

※現在、高山市では「民謡・民舞の祭典」「囲碁の祭典」「オーケストラの祭典」を開

催する方向で調整中

２ 実施期間

準備期間：令和５年度～

開催期間：令和６年１０月１４日～１１月２４日

３ 事業費

８４万円（令和５年度の準備経費）

問    合    先

担当課 市民活動部 生涯学習課

課長          室﨑 多恵子

係名  文化振興係

係長 和仁 奈緒子

連絡先  電話（直通 0577-35-3155）

（内線 2350）

令和６年度、岐阜県では、「清流の国ぎふ」文化祭２０２４（第３９回国民文化祭／

第２４回全国障害者芸術・文化祭）が開催されます。

市では、市内外の文化団体による交流及び市の文化振興を図るため、実行委員会を組

織し、市内及び県内の文化団体と連携して「全国文化交流事業」を実施します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

「エンジン０２ in 岐阜」の開催について

１ 概要

  令和４年度に岐阜市で開催された「エンジン０１ in 岐阜」の成果を受け継ぐ、「エ

ンジン０２ in 岐阜」を令和５年度に高山市で開催します。

  各界で活躍する一流の表現者・思考者が集う「エンジン０１文化戦略会議※」の会

員を講師に招き、シンポジウムや講座、また中高生向けの「ハローワーク」講座など

を実施します。

  講師との交流を通じて地域の未来を考え、魅力を再発見することで、地域の文化の

担い手の育成を図ります。また、「ハローワーク」講座では講師が自らの仕事につい

て直接語り、若い世代が将来を考える貴重な機会を提供します。

    ※エンジン０１文化戦略会議（幹事長：和田秀樹氏）について

     文化・芸術から政治・経済までの各分野の表現者・思考者たちが日本文化のさら

      なる深まりと広がりを目的に参集したボランティア集団。同会議の会員を講師と

して派遣し、地方都市で様々な講座やプログラムを実施

２ 開催日

令和５年９月頃

３ 会場

飛騨・世界生活文化センター（予定）

４ 事業費

    ２００万円

問    合    先

担当課 市民活動部 生涯学習課

課長          室﨑 多恵子

係名  文化振興係

係長 和仁 奈緒子

連絡先  電話（直通 0577-35-3155）

（内線 2350）

岐阜県と連携して「エンジン０２ in 岐阜」を共同開催します。

「エンジン０１文化戦略会議」の会員を講師に招いて講座等を実施し、市民が講師と

の「知の交流」を通じて創造的な活動の発想やヒントを得ることで、地域の文化の活性

化を図ります。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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   令和５年２月２２日 

 

金森長近マンガ製作活用事業について 

 

 

  

 

 

 

 

 

   １ 事業概要 

マンガ製作活用検討委員会を立ち上げ、金森長近の関係資料等に基づきマンガ 

のストーリー・シナリオを作成します。その後、高山市または岐阜県にゆかりのあ 

る漫画家にマンガ執筆を依頼し、マンガの単行本を製作します。また、デジタル化 

し電子マンガも作成します。 

     製作後は市内の小中学生や、教育関係者、図書館、博物館等に配付し、学校授業 

    への活用や特別展での関係資料の展示などを行います。 

 

 

   ２ 実施期間 

     製作 令和５年４月１日から令和６年３月３１日 

     活用 令和６年４月１日から 

 

 

 ３ 事業費 

     ３００万円 

 

問    合    先 

担当課 教育委員会事務局 文化財課 

課長           牛丸 岳彦 

係名   文化財施設係 

係長 奥原 德浩   

連絡先   電話（直通 0577-35-3156） 

（内線 2356） 

飛騨高山のまちづくりの基礎を築いた、高山市ゆかりの先人である金森長近について、

生誕５００年の記念の年である令和６年に向けて、地域の協働により金森長近のマンガ

の単行本を製作し、市内の小中学生を主とした市民に配付・活用することにより、ふる

さとへの興味関心や郷土に対する誇りや愛着を高めることを通じて、歴史文化の保存、

継承、活用を図ります。 

 

 

令和５年度当初予算 

記者発表資料 
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令和５年２月２２日

常陸宮賜杯第７５回中部日本スキー大会の高山市開催について

１ 概要

①実行委員会の設立

     ・岐阜県スキー連盟、関係団体、行政等で構成する実行委員会を設立

②財政的支援

     ・実行委員会に対して負担金を交付

  ③その他

     ・中部７県の中学生からシニアまでの選手が参加予定

     ・クロスカントリーは郡上市で開催予定

２ 開催日

  令和６年１月（予定）

３ 開催場所

    ほおのき平スキー場（予定）

４ 事業費

４５０万円

    ・大会運営等に係る経費

問    合    先

担当課 市民活動部 スポーツ推進課

課長          下裏 直哉

係名  スポーツ推進係

係長 山田 寛臣

連絡先  電話（直通 0577-35-3157）

（内線 2352）

中部７県（愛知・岐阜・三重・富山・石川・福井・静岡）のスキー連盟が開催してい

る常陸宮賜杯中部日本スキー大会のアルペン競技が高山市で開催されることに伴い、本

大会の支援を行うことで、スキーの振興を図ります。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

中山公園陸上競技場の３種公認更新に係る改修工事について

１ 概要

走路のレーン幅を１.２５ｍから１.２２ｍに変更（規則改正に伴うもの）

    標識タイル（ハードルマーク）の再設置 等

２ 実施期間

令和５年９月～令和６年３月

３ 事業費

    ５，３２０万円

    ・改修工事に係る工事請負費等

問    合    先

担当課 市民活動部 スポーツ推進課

課長          下裏 直哉

係名  スポーツ推進係

係長 山田 寛臣

連絡先  電話（直通 0577-35-3157）

（内線 2352）

令和６年４月３０日で中山公園陸上競技場の３種公認の期間が終了するため、公認を

更新するにあたり、日本陸連の規則改正に係る基準を満たす改修工事を行います。

※公認ではない陸上競技場での記録は公認記録とはならず、全国大会へと繋がる各種

  予選会等が開催できなくなるため、公認更新に向けて改修工事を行うもの

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

サッカー競技場の整備について

１ 整備概要

  ①大人用公式サイズピッチの整備（人工芝）

     ・少年用ピッチ２面確保可能

②管理棟（ミーティング室、更衣室等）の整備

③屋根付観客席の整備

  ・３００人程度

④駐車場の整備ほか

     ・約８０台を新規に整備し約１９０台に拡充

２ 今後の予定

  令和５年度～令和６年度 設計・整備

  令和６年度       整備・供用開始

３ 事業費

    ５億９，５６５万円

    （年割額）

     ・令和５年度２，９１６万円

      （建築確認申請手数料・設計監理委託料・工事請負費）

・令和６年度５億６，６４９万円

      （完了検査申請手数料・監理業務委託料・工事請負費）

問    合    先

担当課 市民活動部 スポーツ推進課

課長          下裏 直哉

係名  スポーツ推進係

係長 山田 寛臣

連絡先  電話（直通 0577-35-3157）

（内線 2352）

競技力の向上や生涯にわたってサッカーに取り組むことができる施設整備が求めら

れていることから、大八グラウンドをサッカー競技場として整備し、競技力の向上や大

会等の誘致、また多様な人たちがスポーツを楽しむことができる環境を整えます。

令和５年度当初予算

記者会見資料

-　82　-



            

令和５年２月２２日

市民スキー場等の運営について

１ 一体的に管理運営を行う施設

①高山市民スキー場

②位山交流促進センター

③分水嶺公園

④位山スポーツ広場

⑤位山遊びの散歩道

２ 管理方法

  令和５年度から上記①～⑤の施設を直営管理に移行

３ 管理運営費

  １億２，９４１万円

  （主な経費）  

   ・需用費   ６，８２８万円（電気使用料等）

   ・委託料   １，２７０万円（機械器具保守点検等）

   ・工事請負費 ３，６８０万円（リフト改修工事等）

問    合    先

担当課 市民活動部 スポーツ推進課

課長          下裏 直哉

係名  スポーツ推進係

係長 山田 寛臣

連絡先  電話（直通 0577-35-3157）

（内線 2352）

モンデウス飛騨位山スノーパークは、令和５年度から高山市民スキー場として観光

施設から体育施設に位置付け、隣接する他の施設も含め、「高山市位山交流広場」とし

て一体的な管理運営を行います。

また、豊かな自然環境などの地域資源を活用したスポーツや自然体験、レクリエー

ション活動など年間を通じて、家族のふれあいや健康づくり、交流を促進します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

物価高騰に伴う給食費の食材費助成事業について

１ 概要

  物価高騰に伴う学校給食費への対策として、令和４年７月より食材価格の上昇分

の３％相当を助成しています。

  令和５年度においても、食材価格の上昇が予想されることから、学校給食法で規定

する「学校給食摂取基準」に基づき、これまで通りの栄養バランスや量を保った給食

を提供するため、引き続き食材費の価格上昇分を助成します。

２ 助成対象

  令和５年４月から令和６年３月までに提供する学校給食の食材費

３ 事業費

１，０８０万円（高山市分）

  １９０万円（古川国府給食センター分）※国府小・中

問    合    先

担当課 教育委員会事務局教育総務課

学校給食センター

所長          南元 伸一

係名  学校給食係

係長 田中 智子

連絡先  電話（直通 0577-32-6218）

（内線 2973）

コロナ禍における物価高騰による、学校給食の食材価格の上昇分を助成することで、

保護者の負担を増やすことなく、学校給食の円滑な供給を実施します。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

学校給食の質の改善に向けた取り組みについて

１ 概要

近年の物価高騰の影響により、食材価格は上昇傾向にあり、中でも業者が配送する

米飯の調達にかかる費用が、燃料代等の高騰により大幅に上昇しています。

米飯の調達費用の上昇は、給食費における主食代の負担割合が大きくなり、主菜や

副菜など主食以外に充てる費用が限定されるなど影響が顕著になってきていること

から、米飯の調達にかかる費用の一部を助成します。

２ 助成対象

  令和５年４月以降に提供する学校給食の主食（米飯代）

３ 事業費

  ２，５１０万円（令和５年度事業費）  

問    合    先

担当課 教育委員会事務局教育総務課

学校給食センター

所長          南元 伸一

係名  学校給食係

係長 田中 智子

連絡先  電話（直通 0577-32-6218）

（内線 2973）

給食費における主食（米飯）の調達にかかる費用の負担割合が、物価高騰の影響に

より大きくなっていることから、これまでの食材費の一部公費負担による支援策に加

え、主食代の一部を助成することで、学校給食の質の改善を図ります。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

高齢者配食サービスの実施について（拡充）

１ 概要

すでに実施しているきざみ食やカロリー制限食等の特別食に加え、普通食を対象に

するとともに配食日を土曜日まで拡大し、栄養改善が必要な高齢者にバランスのとれ

た食事を促すことにより、健康保持及びフレイル予防、認知症予防を図ります。

２ 対象者（普通食）

次のすべてに該当する市民

・６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者のみの世帯の方

・自分で食事を準備できず親族等から食事の支援が受けられない世帯の方

・栄養改善が必要な方

・市民税非課税世帯の方

※アセスメントを行い決定

３ 助成内容

月曜日から土曜日の昼食または夕食の１日１食を助成

市の助成額 対象者の負担金 事業者への委託料

特別食 ４６５円／食 ４００円／食 ８６５円／食

普通食 ２５０円／食 ３５０円／食 ６００円／食

    

４ 事業費

２，２５０万円

高齢者が住み慣れた地域で生活していくことを支援するため、栄養改善が必要な

高齢者に食事サービスを提供するとともに見守りを行う配食サービス事業の普通

食への拡充と配食日の拡大を実施します。

令和５年度当初予算

記者会見資料

普通食の例

特別食の例（きざみ食）

問    合    先

担当課 福祉部 高年介護課

課長 深澤 裕美

係名 高齢者支援係

係長 北村 美帆

連絡先 電話（直通 0577-57-5200）

（内線 2953）-　86　-



            

令和５年２月２２日

平湯バスターミナル周辺の整備について

令和４年３月に策定した「奥飛騨温泉郷活性化基本構想」に基づき、周辺観光地へ

の交通拠点としての利便性の向上と交通結節点の強化を図るため、平湯バスターミナ

ル周辺における駐車場整備をすすめます。

１ 概要

「奥飛騨温泉郷活性化基本構想」に基づき、平湯バスターミナル周辺は、奥飛騨温

泉郷の玄関口かつ国道１５８号、国道４７１号の結節点として位置づけています。

また、松本・高山 Big Bridge 構想の取り組みを推進する中で、観光客の交通の利便

性の向上や交通結節点の強化による周遊観光の更なる促進を図るため、平湯バスタ

ーミナル周辺における駐車場の整備をすすめます。

  

  ２ 事業費

３，９９０万円

・新駐車場整備設計委託ほか

問   合   先

担当課 飛騨高山プロモーション戦略部観光課 上宝支所基盤産業課

課長 清水 浩一 谷口 直也

係名 企画・経営係 産業振興係

係長 下木戸 健二 林 義一

連絡先 直通 0577-35-3145（内線 2209） 直通 0578-86-2111（内線 3933）

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

水道施設統廃合計画の策定について

１ 概要

  水道ビジョン・経営戦略においては、「配水区域が近接し、地形的問題もない場合

は、水源・配水池などの統合や給配水区域の見直しを行うことにより、施設管理経費

の削減を図る」こととしています。

  水道施設の統廃合は、水質の安定（水質に課題のある水源の解消）や自然災害のリ

スク回避、ランニングコスト縮減などの効果を期待するものですが、イニシャルコ

ストが高額となることから、費用対効果、施設や老朽管の更新時期などを考慮した計

画の策定が必要となり、令和５年度は計画策定に向けた検討をすすめます。

２ 事業費

３６０万円（令和５年度事業費）

・建設コンサルタントへの業務委託

問    合    先

担当課 水道部 上水道課

課長          下畑 英史

係名  建設維持係

係長 宇津宮 徹

連絡先  電話（直通 0577-35-3149）

（内線 2259）

令和２年３月に策定した水道ビジョン・経営戦略に基づき、施設管理経費の削減を図

るため、水源・配水池などの統合や配水区域の見直しをすすめることとしており、令和

５年度は水道施設統廃合計画策定に向けた検討をすすめます。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

インボイス制度、新紙幣への対応について

１ 概要

    令和５年１０月からのインボイス制度の開始に向けて、適格請求書が発行できるよ

う、市営駐車場の精算機や道の駅のレジスターなどの機器を改修・更新します。

    また、令和６年度に発行予定の新紙幣への対応について、令和５年度以降計画的に

実施します。

２ 機器(所管課)

①本庁舎駐車場精算機（契約管財課）

②市民課レジスター（市民課）

③資源リサイクルセンターレジスター（ごみ処理場建設推進課）

④道の駅等レジスター（商工振興課）

⑤高山駅東口駅前広場駐車場精算機（都市計画課）

⑥市営駐車場精算機（維持課）

⑦あかんだな駐車場精算機（観光課）

⑧上下水道料金システム、検針用機器（上水道課）

３ 事業費

８６６万円

問    合    先

各 所 管 課

インボイス制度開始及び新紙幣発行に対応するため、精算機やレジスターなどの機器

の改修・更新を行います。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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令和５年２月２２日

公共施設におけるＬＥＤ照明への更新について

１ 概要

    公共施設における電力消費量を抑制し、温室効果ガスを削減するとともに、公共施

設利用者の利便性の向上と安全性の確保を図るため、現在製造が終了している水銀灯

照明をＬＥＤ照明への更新を行います。

    ＬＥＤ照明への更新については、令和５年度から令和９年度にかけて、計画的な更

新を行います。

２ 更新施設(所管課)

  令和５年度

①老人福祉施設（高年介護課）

②福祉センター施設（福祉課）

③保健センター施設（健康推進課）

④公園施設（都市計画課）

⑤消防署施設（消防総務課）

⑥小学校・中学校施設（教育総務課）

⑦文化会館施設（生涯学習課）

⑧公民館施設（生涯学習課）

⑨女性青少年会館施設（生涯学習課）

⑩体育施設（スポーツ推進課）

⑪下水道処理施設（下水道課）

３ 事業費

２億６，８４８万円

問    合    先

各 所 管 課

水銀灯を設置している市有施設について、水銀灯照明からＬＥＤ照明への計画的な更

新を行います。

令和５年度当初予算

記者会見資料

-　90　-



            

令和５年２月２２日

宮水源系紫外線処理施設の整備について

１ 概要

  紫外線処理施設は、地下水等で安定した水質のため、ろ過処理を行う必要のなか

った水源において、塩素滅菌に対して耐性を持つ耐塩素性病原生物（クリプトスポ

リジウム等）への対応策として整備するものです。

  市内にある水源のうち取水量が多く、給水停止等による影響が特に大きい宮水源

について、浄水機能の強化を図ります。

２ 事業期間

令和５年度から令和７年度

３ 事業費

９，７５０万円（令和５年度事業費）

・用地購入 ３，６００万円

・整備工事 ６，０００万円

・監理委託   １５０万円

問    合    先

担当課 水道部 上水道課

課長          下畑 英史

係名  建設維持係

係長 宇津宮 徹

連絡先  電話（直通 0577-35-3149）

（内線 2259）

市では、令和２年３月に策定した水道ビジョン・経営戦略に基づき、宮水源から取水

している水の浄水機能の強化を図るため、宮水源系紫外線処理施設整備をすすめます。

令和５年度当初予算

記者会見資料
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